
●
安
全
就
労
推
進
集
会
開
く

出
か
せ
ぎ
者
安
全
就
労
推
進
集
会
は
、
十
日
午
後

一
時
か
ら
相
内

児
童
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
折
り
悪
し
く
冬
型
の
天
候
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
四

月
早
々
出
発
予
定
の
出
か
せ
ぎ
者
約
五
十
人
が
出
席
し
、
奈
良
五
所

川
原
職
安
所
長
、
沢
山
五
所
川
原
労
基
署
長
の
講
話
に
耳
を
傾
け
、

安
全
で
明
る
い
出
か
せ
ぎ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
続
い
て
、
脇
元

出
か
せ
ぎ
組
合
事
務
局
長
・
黒
川
進
さ
ん
が
、
①
留
守
家
族
を
安
心

さ
せ
る
た
め
安
全
で
明
る
い
出
か
せ
ぎ
を
推
進
し
よ
う
②
グ
ル
ー
プ

就
労
の
促
進
を
は
か
ろ
う
③
就
労
経
路
の
正
常
化
促
進
に
つ
と
め
る

―
な
ど
の
集
会
宜
言
を
読
み
上
げ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

(毎 月20日 発行 )



②

Ｉ

Ю
卜
∞
―

灘
Ｇ
猟
凍
奪
麟
麟
麟
珈
麟
燃
朦
驚
紺
　
動一， ］］］̈
」攀一織

実
施
、
四
十
八
年
に
は
待
望
の

「
‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

Ｆ

１ ５２

“

一

一
減

「

峰

一
健

絹

鋤

」

舞

「

一

鞠

響

い

た
。
　

一
一
一
一
』

一
一

概

順

一

一

一　

　

五
十

二
年

度

の
共
同
保
健

計

画
を
策
定
す

る
共

同
保
健

　
一　

　

　

四
、

五
年
前

ま

で
脳
血
管

疾
　
　
て
六
人
と
増
え

、
乳
児
死
亡

も

一　

計
画
会

議
が

一
月

二
十

五

日
、

相
内

児
童

館

で
開

か
れ
、
　

一
　

　

患
、

い
わ
ゆ

る

″
ア
タ
リ
″

で
　
　
五
十
年

七

人
、
五
十

一
年

五

人

一　
新
年

度
は

″
草

の
根

運
動

″
を

ス

ロ
ー
ガ

ン
に
高
血
圧

症
　
一
　

　

死

ぬ
人
が
年
間

十

四
、
五
人
も
　
　
と

一
昔
前

の
状
況

に
逆
も
ど
り

一　

の
減

少

に
努

め
、
母
子
健
康

、

ゴ

ミ
処
理
な

ど

に
も
キ

メ
　

一
　

　

出

て
、
死

因

の
ト

ッ
プ
を
占

め
　
　
し
た
感

じ
に
な

っ
て

い
ま
す

。

一‐

卸

「
一】
鵬

麟
棧
哺
”

疑

“

一一一

‐ ‐こ
μ
晴
れ

ほ

ピ

‐

‐

‐

…

」
　

　

練
神
解
か

０
¨

書

師
発 っ
魔
ぃ

』

　

こ
の
た

め
、

こ
の
日
の
会

議

で

今
年

も
保
健
計
画

策
定

の
時
　
　
会

、
老

人

ク
ラ
ブ
な

ど
各
団
体
　
　
十
九
年

度
か
ら
十
三
地
区

で
継

　

は

こ
れ
ま

で
の
活
動
を

反
省

し
、

期
を
迎

え
、
保
健
所
、
学
校
、
　

　

の
保
健
担

当
者

約

六
十

人
が
集
　
　
続

調
査

さ
れ

て

い
る
弘
大
医

学

　

上
滑

り

の
な

い
保
健
活
動
を

し

保
健
協
力
員

、
町
内
会

、
婦

人
　
　

ま

っ
て
会

議
を

開

き
、
新
年
度
　
　
部

の
フ
ィ
ー

ル
ド
活
動
な
ど
も
　
　
て

い
く

こ
と

に
な

り
、

こ
れ
ま

あ

っ
て
五
十
年

に
は

″
ア
タ
リ
″　
　
で
以
上

に
盛

り
上
げ

よ
う

と

″

死
亡
者
が

わ
ず

か

一
人

に
激
減

　

草

の
根
健

康
運
動

″
を

合

い
言

し
ま
し
た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

葉

に
し

て

い
ま
す
。

納
　
　
　
目
標
は
″
ア
タ
リ
″を
な
く
す
こ
と

”　　　は「郷算衛丼け卸鍾猟脚疇　　蹴Ю舞嘲競琳料ゆ猜つ底引】

割雌　か裁綱猟農『収韓」裁げて　　日』制」韓」」ｒ菫̈
秩嗣

い
る
乳
児
死

亡

に
対
し

て
は
①

　
　

民
ぐ

る
み

で
開
く
村

民
健
康
会

妊
婦
検
診

の
徹
底
②

若

い
女
性

　
　

議

で
周
知
徹

底

さ
れ

る

こ
と

に

の
貧

血
予
防
③

母
親
教
室

の
開
　
　

な

っ
て

い
ま
す
。

農
業
委
員
会

一“〕　一警一一枠̈

目ＨＨ
　
　
ま
す
。

”“　　ま毎罐銭餃卿

キ
‘
　
　
は
年
ご
と
に
激

ｒ
ｌ
　
　
し
く
変
化
し
て

】Ｈ
Ｈ
　
　
い
ま
す
が
ヽ
こ

選
挙
さ
れ
る
の
は
＝
名

本
村
で
は
、
選
挙
で
選
ば
れ

る
委
員
は
十

一
名

（
こ
れ
ま
で

は
十
五
名
“
ほ
か
に
第
二
者
的

な
立
場
に
あ
る
団
体
や
学
識
経

験
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
議
会
選
出
が
五
名
以
内
、
農

協
推
せ
ん
が

一
名
に
な
っ
て
い

ま
す
。

あ
な
た
も
農
政

へ
参
加

農
業
委
員
会
の
第

一
の
使
命

は
農
民
の
主
体
的
参
加
で
す
。

そ
れ
は
、
農
業
委
員
会
と
い
う

形
で
農
民
層
の
直
接
の
代
表
者

が
農
政
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

る
か
ら
で
す
。

委
員
会
は
扇
の
カ
ナ
メ

農
民
と
農
業
団
体
の
力
を
あ

つ
め
、
委
員
会
が
扇
の
カ
ナ
メ

と
な
っ
て
目
的
実
現
の
た
め
、

わ
た
し
た
ち
農
民
の
地
位
向
上

を
め
ざ
す
農
政
の
確
立
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

わ

か

れ

日

は

人

で
あ

る

こ
の
よ
う
に
、
使
命
と
目
的

に
沿

っ
て
農
業
委
員
会
が
運
営

さ
れ
る
か
ど
う
か
の
わ
か
れ
目

の
第

一
が
、
委
員
に
実
行
力
と

責
任
感
の
あ
る
適
任
者
を
得
る

か
ど
う
か
に
か
か

っ
て
い
る
の

で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
ん
ど
の
改

選
に
あ
た

っ
て
は
、

い
ま
ま
で

に
も
劣
ら
な

い
優
秀
な
人
物
が

選
出
さ
れ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ

て
い
ま
す
。

投 票 時 間 と 投 票 所

投 票 時 間  午前 7時～午後 6時
第 1投票所  相  内 小  学 校
第 2投票 所  太 田 小 学 校
第 3投票所  脇  元 公 民 館
第 4投票所   十 三 保 育 所



③

観光協会が設立されました

一会長に工藤章二郎さんを選任一

一
月
二
十

一
日
、

村
に
初
め
て
の
観
光

協
会
が
設
立
さ
れ
ま

本
村
は
中
世
、
全

国
の
二
津
三
湊
の
中

に
か
ぞ
え
ら
れ
た
十

二
湖
を
は
じ
め
、
す

ぐ
れ
た
史
跡
や
脇
元

海
岸
な
ど
観
光
資
源

に
恵
ま
れ
、
五
十
年

二
月
に
は
津
軽
固
定

公
園
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
観

光
協
会
設
立
の
う
ご

き
が
見
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、　
一
月
二
十

一
日
、
相
内
児
童
館

に
旅
館
、
民
宿
、
商

工
業
者
な
ど
の
関
係
者
約
四
十

人
が
出
席
し
て
設
立
総
会
が
開

れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
規
約
、
役
員
な

ど
を
決
め
た
あ
と
、
①
観
光
観

念
の
普
及
②
観
光
資
源
の
調
査
、

研
究
、
保
存
、
開
発
③
施
設
の

整
備
④
郷
土
文
化
の
育
成
と
観

光
み
や
げ
品
の
改
善
指
導
―
を

ど
の
事
業
を
決
め
ま
し
た
。

▽
会
長
＝
工
藤
章
二
郎
▽
副

会
長
＝
奈
良
米
雄
、
藤
田
弥
男

造
▽
理
事
＝
古
川
芳
照
、
鳴
海

善
逸
、
奈
良
正
守
、
秦
義
雄
、

成
田
忠
弥
、
山
田
正
伸
、
川
内

敏
春
、
藤
田
金
太
郎
、
若
山
恭

次
、
長
尾
平
内
、
佐
藤
税
、
中

居
栄
▽
監
事
＝
三
上
浅
吉
、
角

谷
信
治
、
村
元
清
蔵

オ
ー
ト
パ
イ
、
ト
レ
ラ
ー
等

の
廃
車
申
告
は
二
月
二
十

一
日

ま
で
に
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
の
方
も
減
免
申

請
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
減
免
申
請
を
し
ま
す
と
そ

の
個
人
所
有
の
軽
自
動
車
の
う

ち

一
台
だ
け
が
免
税
と
な
り
ま

す
。申
請
に
必
要
な
も
の
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
運
転
免
許
証
、

印
鑑
等
で
す
。

申
請
は
役
場
総
務
課
税
政
係

へ
ど
う
ぞ
―
。

ォ
ー
ト
パ
ィ

（
５０
∝
～
２５０
∝
）

ト
レ
ラ
ー
等
は
四
月
に
税
金
が

賦
課
さ
れ
ま
す
が
、
二
五
Ｏ
Ｃ

Ｃ
以
上
の
オ
ー
ト
パ
イ
、
軽
自

動
車
等
は
月
割
で
税
金
が
賦
課

さ
れ
ま
す
。

一　
詢

（同
）
所
得
税
を
納
め
る
に
は

ぶ７　籠略帥構展】

・も
　
の
こ
と
を
聞
き

替

た

ま
た
が
ヽ
具

振

し

体
的
な
手
警

多往
一
壼
π　
や
仕
組
み
を
お

醐納鋼設解

の
納
税
者
は
十
人
中
九
人
が
振

替
納
税
を
利
用
し
て
お
り
ま
す

預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
と
納

付
書
送
付
依
頼
書

（複
写
式
）

に
取
引
金
融
機
関
、
預
貯
金
の

種
類
、
日
座
番
号
な
ど
を
記
入

し
、
払
戻
し
に
使
っ
て
い
る
印

鑑
を
押
し
て
二
枚
と
も
に
税
務

署
か
金
融
機
関
に
出
す
だ
け
で

手
続
き
は
終
り
で
す
。

確
定
申
告
の
振
替
納
税
に
つ

い
て
仕
組
を
説
明
し
ま
す
と
、

確
定
申
告
書
に
振
替
納
税
用
納

付
書
を
添
付
し
て
税
務
署
に
提

出
く
だ
さ
れ
ば
指
定
さ
れ
た
金

融
機
関
の
あ
な
た
の
預
貯
金
か

ら
自
動
的
に
税
金
分
を
差
引
き

ハ
ガ
キ
式
の
領
収
証
書
が
金
融

機
関
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
用

紙
は
税
務
署
に
備
付
け
て
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
確
定
申

告
分
か
ら
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

に  の
|  |

構
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
自
川
村
長

国

民
年
金

の
保
検
料

は
、

基
本
保
検
料

（
現
在
千

四
百

円

）
と
付

加
保

検
料

⌒
現
在

月
四
百
円

）

に
分
れ

て

い
ま

る
た
め
、
納
め
ら
れ
た
保
険

料
を
積
立
し
、
利
子
収
入
を

あ
げ
て
い
る
ほ
か
、
給
付
に

必
要
な
費
用
の
三
分
の

一
を

国
が
負
担
し
て
い
ま
す
が
、

ば
な
ら
な
く
な
つ
た
わ
け
で

す
。し
か
し
、
引
き
上
げ
後
の

保
険
料

（月
二
千
二
百
円
）

は
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の
額

き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
負

担
が
急
に
増
え
る
こ
と
を
避

け
る
た
め
に
、
必
要
な
保
険

料
よ
り
も
低
額
に
押
さ
え
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
保
険
科
は
今

後
と
も
毎
年
、
段
階
的
に
引

き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
ど
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
民
生
課

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
四
月
か
ら
二
千
二
百
円
に

す
が
、
こ
の
う
ち
、
基
本
保

険
料
が
今
年
の
四
月
か
ら
月

　

昨
年
の
法
律
改
正
で
、
老
一

　

か
ら
み
て
、
決
ｔ
て
十
分
な

二
千
三
百
円
に
引
き
上
げ
ら
　
　
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
　
　
も
の
で
は
な
く
、
計
算
に
よ

れ
ま
す
。

年
金
の
支
給
額
が
引
き
上
げ
　
　
る
と
、
月
五
千
円
以
上
の
保

国
民
年
金
で
は
、
皆
さ
ん
　
　
ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ

っ
て
　
　
険
料
で
な
け
れ
ば
、
現
在
の

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
　
　
保
険
料
を
引
き
上
げ
な
け
れ
　
　
給
付
水
準
を
保
つ
こ
と
が
で



日
ご
ろ
の
勉
強
不
足
を
カ
パ
　
　
わ
れ
、
財
産
区
運
営
の
法
律
や

―
し
よ
う
と
、　
一
月
二
十
八
日
、
　
規
則
に
接
す
る
機
会
が
少
な
い

財
産
区
管
理
会
委
員
の
研
修
会

　

委
員
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の

が
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
　
　
で
す
。

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
日
は
、
県
地
方
課
の
松

こ
れ
は
、
ふ
だ
ん
雑
務
に
追

　

本
幸
雄
氏
を
講
師
に

「財
産
区

―
，
８

１

管
理
会
の
運
営
と
委
員
の
任
務
　
　
に
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
て
い

に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
　
　
ま
し
た
が
、
財
産
区
委
員
の
任

行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
務
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
を
再

委
員
二
十

一
人
の
う
ち
十
八
　
　
認
識
し
、
心
を
新
た
に
し
て
い

人
が
出
席
、
松
本
講
師
の
講
義

　

ま
し
た
。

日酬しヵ、けノレぎ阻嘲織般姉れ□

「安
全
で
明
る
い
出
か
せ
ぎ
　
　
　
■
新
聞
広
告
や
チ
ラ
シ
な
ど

運
動
」
は
、
二
月
十
五
日
か
ら

　

を
見
て
就
労
し
よ
う
と
す
る
と

二
月
十
四
日
ま
で
一
カ
月
間
行

　

き
は
、
安
定
所
か
役
場
に
問
い

わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
出
か
　

合
せ
て
、
労
働
条
件
な
ど
を
十

せ
ぎ
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
つ
　

分
調
査
確
認
す
る
こ
と
。

ぎ
の
こ
と
を
守
り
、
安
全
で
明
　
　
　
■
出
か
せ
ぎ
に
行
く
と
き
は

る
い
就
労
に
つ
と
め
て
く
だ
さ

　

か
な
ら
ず
、
役
場
に
届
け
出
て

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
し
い
ル
ー
ト
で
就
労
す
る
こ

■
安
定
所
の
紹
介
に
よ
っ
て

　

と
。

就
労
す
る
こ
と
。

④

日ごろの勉強不足をカバー

財産区委員研1蓼会開く

財産区委員も勉強 しなくては一と、
一生■命です。

桂

川

　

木

村

草

花

夜

長

の

灯

止

ま

り

し

時

計

き

い

／
ヽ

巻

く

初

日

見

て

故

郷

を

発

て

ば

一
土

工

と

び

の
舞

う

冬

山

脈

の

照

り

か

げ

り

雪

止

ん

で
南

天

の

実

の

光

り

を

り

屋

根

の
雪

意

外

に

ひ

ゞ

き

目

党

め

け

り

桂
　
川
　
　
木
　
村
　
テ
イ
子

大

金

を

も

う

け

た

夢

を

考

え

る

勝

っ
て
来

て

叱

ら

れ

て

い
る

子

の

け

ん

か

勉

強

よ

り

歌

手

の
名

前

よ

く

お

ぼ

え

脇
　
一九
　

桑
　
野

故
郷
を
離
れ
て
見
れ
ば
ひ
と
し
お
に

磯
の
か
お
り
の
な
つ
か
し
く
思
う

友
の
訃
を
悲
じ
む
午
後
の
海
鳴
り
や

降
り
つ
む
雪
の
果
て
し
な
く

面“「お誕生

柏
谷
ユ
カ
リ

（相
内
）
勉

外
崎
ゆ
か
り

（脇
元
）
博

笹
山
　
貴
光

（脇
元
）
礼
次
郎

白
川
　
沙
織

（相
内
）
和
治

三
和
　
大
輔

（脇
元
）
明
廣

木
村
　
信
子

（十
二
）
由
雄

（に帥真智勁
｛脚輔｝

（動細　雌薇
｛鵬蔵｝

（姉酬　鶴継
一議新｝

（龍脚　林締
｛軸勁｝

（に量　剛謝
｛軸駈一

（糊林都紅捌
一碑動一

（餓脚　雄枝一｛掛動一

（細翻　酔到
｛臨耐一

（鰐餅み尋弓
｛辣蘇一

（畝醜細裁一
｛跡潮｝

（漏邊　闘露
｛翻帥一

（臓細るい報
｛林動｝

（一一一一一一一ワ

葛
西
　
ス
テ

（脇
元
）
田
歳

奈
良
千
代
太
郎
（太
田
）６３
歳

岡
本
　
政
鐘

（相
内
）
０
歳

山
田
　
き
み

（脇
元
）
４８
歳

鳴
海
時
之
助

（相
内
）
７４
歳

山
田
　
清
司

（磯
松
）
４０
歳

ご
結
婚


